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2021 年 4 月 22 日 

関係機関各位 

立命館アジア太平洋大学 

持続開発・観光学部（仮称）設置委員会 

委員長   李 燕 

 

立命館アジア太平洋大学 持続開発・観光学部（仮称） 教員公募 

 

時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

本学では、持続開発・観光学部（仮称）の文部科学省への設置届出に向け、準備を進めております。

この度、下記の要領により、新たに教員を募集することとなりました。 

つきましては、関係各位へのご周知方、よろしくお願い申し上げます。 

なお、学部構想の詳細および他の公募分野は、添付別紙をご参照ください。本学では複数の専門分野

で教員公募を行っておりますが、制限はございませんので、複数分野への応募も可能としております。 

 

記 

 

1．募集分野・人数・任用職種など 

専門分野 募集人数 

社会起業分野 若干名 

 

任用職種 

 専任教員（テニュア、任用時 65 歳以下の方） 

 任期制教員（テニュア・トラック、任用時 65 歳以下の方） 

 特別招聘教員 

※ テニュア・トラックの詳細は、次項の説明をご参照ください。 

※ 任用職種については、候補者の経歴等により判断いたします。 

※ 特別招聘教員は、国内外を問わず優れた研究実績、実務経験に関する経験を持つ者、また

は国内外で多彩なネットワークを持つ者で、本大学の教育研究上の特別の必要から任用す

る教員と位置付けています。有期雇用（1 年契約、4 回を上限として契約更新をすることが

ある）とし、任用時 70 歳以下の方が対象となります。 

任用職位 

 教授、准教授または助教 

※ 任用職位は、教育研究実績・経験等に応じ、任用決定時に通知します。 

想定される主な担当科目等 

 社会起業分野 
経営戦略論 
ソーシャルアントレプレナーシップ 
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プロジェクトマネジメント 
NPO/NGO 
サステイナブルビジネス 
サステイナブルツーリズム 
観光社会学 

 

※ 上記は想定される科目であり、上記全ての科目を担当頂くものではありません。 

※ 本学が教学上必要とするその他の科目の担当もあります。特に、本学部が重視しているキ

ャンパス外の実習やフィールドワーク、文献講読や調査法などのアカデミック・スキルの

授業など、任用者の研究分野・経歴等を踏まえて担当して頂くことがあります。 

※ 大学院指導資格を満たした教員には、大学院科目や大学院生の指導も担当して頂きます。 

※ 本学では、学部科目は英語と日本語で開講され、大学院科目は全て英語で開講されていま

す。また、学内業務（校務）は英語あるいは日本語で実施しています。 

応募条件 

以下の①②③を満たす方。 

① 当該分野の博士号取得者。ただし、博士号のない方でもそれに相応する研究業績や実務経

験がある場合や、着任後の博士学位取得見込みの方も応募可能です。 

② 査読付き学術誌における論文掲載の実績がある方。ただし、実務経験の豊富な方や博士学

位取得見込みの方はその限りではありません。 

③ 学内業務（校務）において英語でのコミュニケーションに支障がない方。 

期待される資質 

 立命館アジア太平洋大学の理念、基本目標および特徴に賛同し、本学における教育と研究と校

務に熱意を持てる方。 

 本学部が目指す人材育成像や、今後の社会に求められる人材像（変化へ対応できる人材、新し

い価値を創造できる人材、自ら主体的に行動できる人材）を踏まえ、以下に該当する人物の応

募を歓迎します。 

① 社会起業等の、社会課題の解決実践に関する経験や意欲を有する方 

② 専門分野に関連する情報処理ツールの運用等、応用技術を活用して教育研究活動を行うこ

とに意欲を有する方 

 政府機関あるいは国際機関での勤務経験のある方も、歓迎します。 

 

本学は教員の多様性を重視しており、様々な経歴や背景を持った方からの応募をお待ちしており

ます。 

 

2．任用日付 ： 2022 年 4 月 1 日 

※ 上記日付で着任頂くことが望ましいですが、2021 年 10 月 1 日または 

2022 年 10 月 1 日以降の着任も相談に応じます。 
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3．任用期間 ： 

専 任 教 員 ： 定年まで （テニュア教員の定年は、教授は 65 歳、准教授は 60 歳です。 

定年後は特別雇用・継続雇用の制度があります。） 

任 期制教員 ： 5 年間 （「大学の教員等の任期に関する法律」に基づく任期制教員） 

特別招聘教員 ： 1 年間 （任用後、4回を上限として契約更新をすることがあります。 

ただし、70 歳が上限となります。） 

 

【テニュア・トラック制度等について】 

本学では、テニュア・トラック制により採用された任期制教員を対象に、任用後 4年目をめどに、

教育・研究・大学行政等の実績について学内審査を行います。審査の結果、学内規程による審査

基準を満たした場合には、任期を定めず定年まで雇用する職（テニュア教員）への地位変更もし

くは任期制教員としての再雇用を行う制度を適用可能です（任用時の職位により適用可能な制度

は異なります）。本学における研究業績の評価は、査読付き公刊論文を中心に行ないます。 

 

4．雇用条件 ： 

本学規程による。 

※研究支援制度（個人研究資料費、研究旅費の支給）や住宅手当など福利厚生制度も含め、

雇用条件の詳細は添付別紙「立命館アジア太平洋大学雇用条件（処遇）について」を参

照してください。 

 

5．所 属 ： 

本学では、新学部（持続開発・観光学部（仮称））の設置（2023 年 4 月設置構想中）に向

けて準備を進めています。下表の通り、任用当初はアジア太平洋学部に所属頂き、新学部

開設の 2023 年 4 月に持続開発・観光学部（仮称）へ所属を変更することとなります。  

なお、新学部設置手続きのために文部科学省へ提出する教員名簿に氏名等を記載致します。 

年月日 所属（予定） 

任用日～2023 年 3 月 31 日 アジア太平洋学部 

2023 年 4 月 1 日～ 持続開発・観光学部（仮称） 

※現在認可申請に向けて取り組んでいるところであり、設置計画は変更があり得ます 

 

6．提出書類 ：各 1部提出のこと。 

本学所定様式 1～5 および記入要領は下記よりダウンロードしてください。 

書式ダウンロード： URL: https://www.apu.ac.jp の「採用情報」 

①  履歴書（本人の署名または記名捺印）    【所定様式 1】 

②  教育研究業績書       【所定様式 1】 

③  主要教育・研究プロジェクト等実績書    【所定様式 2】 

④  上記①～③の Microsoft Word データ(署名捺印は不要) 

CD-R や USB フラッシュメモリ等の記録媒体で提出のこと 

⑤  言語能力申告書       【所定様式 3】 

⑥  担当可能科目リスト      【所定様式 4】 
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⑦  志望理由書（教育・研究面での関心と資質についての説明など） 【様式自由】 

⑧  最近の主要業績計 3点 

原則として査読付き論文または学術著書とします。ただし、実務家教員の方や研究者

としての経歴が短い方については、所定様式 1 に記載されたその他の業績本体やそ

の概要を示す資料も可とします。 

⑨  推薦者 2名の現職、連絡先（必要に応じ本学より推薦者へ連絡することがあります） 

         【様式自由】 

⑩  最終学歴の証明書（学位記の写しでも可） 

⑪  提出書類確認票       【所定様式 5】 

＜注意＞ 

※ 提出書類は日本語版、英語版のどちらでも受け付けますが、審査の都合上、①②③⑦に

つきましては、英語版の資料提出を必須といたします。日英両言語で提出可能な場合

は、両方ともお送りください。 

※ 審査過程で、必要な場合、業績の追加提出を求めることがあります。 

※ 採用決定後、本学が指定する健康診断を受けて頂く必要があります。 

※ 提出書類は返却いたしませんので、予めご了承ください。なお、応募においてご提供い

ただいた個人情報は、本学の規程に従って適切に管理し、採用選考以外の目的には使用

いたしません。 

 

7．応募締切 ：2021 年 6 月 10 日（木）（本学必着） 

 

8．書類送付先 ：  

〒874-8577 大分県別府市十文字原 1 丁目 1 番 

立命館アジア太平洋大学 アカデミック・オフィス 

教員人事担当 宛 

※ 応募封筒には『APS-新学部教員（社会起業分野） 応募書類在中』と朱書し、書留郵便

等で送付すること。 

※ 照会先： 立命館アジア太平洋大学 アカデミック・オフィス 担当： 永松 

E-mail： frecruit@apu.ac.jp 

件名「APS-新学部教員募集（社会起業分野）」 

郵送された後に、以下の URL へアクセスし、ご応募を頂いた旨をご連絡ください。 

（郵送不着・遅れの場合に備えて確認しております、ご協力をお願い致します。） 

https://survey2.apu.ac.jp/limesurvey/index.php/798883?lang=ja 

 

9．その他 ： 

① 採用審査の面接に際して、面接担当者やその他関係教員を学生に見立てた模擬講義を

行って頂きます。なお、当面は Zoom での模擬授業や面接を想定しています。また、正

式な面接の前に確認する点があれば、オンラインでの面談を求める場合もございます。 

② 相談の上、模擬講義とは別に、本学教員に向けて研究成果等を発表頂く「特別セミナー」

を実施頂く場合がございます。 
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③ 立命館アジア太平洋大学は、キャンパス全面禁煙となっております。 

 

以上 

 

 


